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武士と寺社

近世の城下町は、計画的に、①武家地、②
町人地、③寺社地に区画されていました。名
古屋の場合は、町人地としては１等地の碁盤
割地区と街道沿いが指定されました。当時居
住に選択権があるのは町人であり、城下繁栄
のためにも町人が大切にされたのでしょう。
一方居住地が藩で決められたのは、武士と

寺院、神社でした。神社は清須越しの朝日神
社が碁盤割の南端に、後は城下にあった神社
が町の周辺に移されています。では一番大き
な勢力だった武士、政治と対立する可能性も
あった寺院はどうだったのでしょうか。今回
はこの二大勢力が名古屋城下にどのように配
置されていったかをみてみたいと思います。

武士の町と寺の町

（１）武家地
武士は城を守り城下を守る存在として、城

郭の周囲を囲んで配置されるのが常でした。
しかし平和の時代を展望した時、武士は城下
の中心的存在ではなくなっていました。
名古屋の城下では武士は、藩主直近の重臣

を除くと、堀の外に、碁盤割の町人町を囲む
ように配置されました。武士相互には階級性

がしっかりしているため、その位によって藩
主を中心に順に、その面積を逓減しつつ、扇
状に配置されています（図１）。藩主を直接支
える重臣は三の丸内でしたが、その次のクラ
スからは城の東から、南、西へとまわってい
ます。中でも東側の城と直結する地域には、
三の丸に次ぐ上・中級武士などが石高の高い
ものから低いものへ、その面積を微妙に変え
ています。その他の中・下級武士は、碁盤割
の東側の山口地区から、東南の小林地区、西
南の広井地区、西側の幅下地区へと碁盤割地
区を囲みました。そして城下の外郭は、足軽
など組をつくるクラスの居住地になりました。
これらの配置が町人の碁盤割地区を囲んで

いるため、町人を監視するためだったという
人もいます。しかし城下町形成の過程から見
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【９】武家地と寺町…囲いのない町

図１ 江戸後期の尾張藩の武士の石高と屋敷地（文献①）



れば、武士中心から町人中心へと移ったから
であり、武士階級が町人や町全体を守ってい
る形と見たほうが素直ではないでしょうか。

（２）寺町
寺院は、当時は領主に対して対立する可能

性のある存在でした。そのため多くの城下で
は町の中心部を外し、周辺部に集中または環
状に配置されています。
名古屋では城下の南端に、碁盤割地区から

移された万松寺を始め清須越えの大きな寺院
等が集められ、大きな寺町が形成されました
（図２）。この地は、城から熱田さらには東海
道へとつながる街道沿いになります。また城
下の東南部にもすこし規模の小さい寺町が作
られました。そして前者は南寺町、後者は東
寺町と呼ばれました。この２つの町への配分
は、統制上でしょうか、宗派単位です（図３）。
ただし真宗は当初、城下には入れませんでし
た。当時は一向一揆が多発していた時代であ
り、とくに家康が三河で苦労してきたことが
影響していたとされます。もっともこの規制
は２代光友のときには解除され、南寺町に東
と西の本願寺の大きな別院がつくられていま
す。また碁盤割町人地内にできた閑所にも真

宗系の寺院が多く入りました。
寺町は、城下の周辺の街道沿いに配置され

たため、城の防衛拠点だったといわれます。
しかし名古屋の場合、その位置から考えると
戦闘の拠点というより、むしろ援軍の駐留拠
点（パーク）と見たほうがいいでしょう。広い
境内が与えられたのもそのためもあったので
はないでしょうか。
なお、江戸時代の絵図には東北に建中寺や

高岳院など大きな寺が点在し寺町のようです
が、これは後にあるいは特別に土地を求めて
立地したものです。

（３）開放された町
近世になってつくられた名古屋城下にはそ

れまでの城下町とすこし変ったところが出て
きました。一つは武家地と町人地の区分です。
戦国時代の後半、身分制が徹底するとともに
武士と町人は明確に区分されるようになって
いました。それが名古屋城下では大きなゾー
ンでの住み分けはあるものの、相互に入り込

図３ 江戸時代初め頃の城下主要寺院の配置と規模。
宗派毎にまとめられている（文献③）

図２ １８００年頃の南寺町（数字は坪数）
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み、軒を接するような所も見られるのです。
いま一つは、町と村との境です。戦国時代

後半の城下では、城下町は「惣構え」という堀
や土塁で囲まれ、入口には門があって、城下
とその外とは明確に区分されていました。し
かし名古屋城下はこの惣構えを築くことなく
終り、道路の入口に警備のための木戸がある
だけという簡素なものになりました。もっと
も、惣構えが造られた多くの城下町でも、そ
の後、堀や土塁は取り払われており、今日で
はほとんどが分らなくなっています。
以上のように、名古屋城下は、近世城下町

の総仕上げともいえる、いわば開放型の城下
町がつくられたということができるのです。
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… 町割が残った市街地 …

名古屋の街には、今も、江戸時代の町割が
いつくも残されています。今回は、前回の碁
盤割地区と並んで、顕著に残っている東の武
家地と東寺町を訪ねてみたいと思います。
〈武家地から〉
地下鉄の市役所駅の２番出口を出て、市役

所の横を東に進みます。道が左にカーブする
所が三の丸の東御門の跡になります。すこし
行くと堀があります。この付近にあった城門
の枡形は、明治時代末に瀬戸電気鉄道が造ら
れる時に部分的に取り払われています。
歩道を左に、信号を渡って東に進みます。

この道が御門を出て東に伸びる武家屋敷地の
主要道路でした。左側はその先が台地の端に
なるため家老の中屋敷などがつくられ、一般
の武士の屋敷は道の南になります。２つ目の
信号のすこし手前で北に向かう道が中山道に
向かう木曽街道で、その入口には志水口の木

戸が作られていました。
大きな清水口の交差点を渡り右に曲ります。

ここから東南の中級武士の屋敷町には、北か
ら白壁、主税、橦木とよぶ三つの筋が通って
いました。次の道がその白壁筋になります。
入ると異次元に入ったような静けさです。こ
の筋は３本の中でも最も上級で、１街区は６
つに分けられています。料亭の残る道を進み、
次の角を右に曲ります。次の主税筋は名古屋
城築城の前からの道で、三の丸内の中小路に
続いた道でした。この筋は１街区が８つに分
けられていますが、それでも１宅地が６００坪
近くあります。通り過ぎて次の橦木筋に行き

上中級武士の屋敷町の１つ、白壁筋。
落着いた家並がつづく

主税筋。築城前からの街道だったとされる

橦木筋の南にある山吹谷公園。
昔は川が流れ、山吹の名所だったとされる東御門跡から三の丸の北側の堀を見る
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ます。西南が公園になっていますが、江戸時
代には「山吹谷」と呼ばれ、川が流れて花見の
場所だったようです。南に向けて下っている
のが分かります。角を左に曲がると、次の信
号の道は明治以後に出来ています。斜め向こ
うに、家老屋敷地区にあった川上貞奴の二葉
御殿を移転復元した館が目を引きます。
その道を南に曲がると、幹線道路を渡った

次の道が善光寺街道です。この東西の通りは
碁盤割地区の茶屋町筋の延長に当たり、西は
五条橋から東は代官町まで続く連続した街道
筋の町人町でもありました。
〈東寺町へ〉
まっすぐ進むと、広い桜通の少し手前から

寺町がありました。信号を渡った向こうの通
りが少し斜めになっているのは、古い寺町の
通りを残したからです。この寺町も今ではポ
ツン、ポツンと寺があるだけですが、これは
寺が小さくなったためでしょうか。とくに戦
災復興では墓地が郊外に移されたため、空き
地が出来ました。その跡に娯楽施設がつくら
れ、今では多くが駐車場に変っています。
斜めの道を進むと寺町の名残はあり、都心

のわりに緑も豊富です。この通りは浄土宗も
ありますが、曹洞宗が多かったため禅寺町と
呼ばれました。東西と南北にできた新しい道
を渡りながら進むと斜めの道の元になった飯

田街道に出ます。寺町はこの南にも続いてい
ましたが、左に曲がりすぐの錦通を東に次の
道を左に戻ります。この道は日蓮宗の通りで
す。寺、娯楽施設、駐車場の組み合わせが目
立ちますが、最近ではレストランが進出して
います。次の広い通りの西南角に石碑があり
ました。法華・寺町を示すもので、ここには
１８ヶ寺の日蓮宗の寺があったことがわかりま
す。右に曲るとすぐ広い国道１９号です。この
寺町の東には２代藩主光友の時、大きな下屋
敷が作られました。戦後大きな開発が出来た
のはそのためでしょうか。南に行き、交差点
を渡ると地下鉄新栄駅の出入口があります。

援軍の道

１６１２年、家康は岡崎から名古屋への近道を
探して北進しました。そして今の天白区の平
針に着いたところで村の長を呼び、街道の伝
馬役を命じました。こうして開かれたのが城
下と岡崎を結ぶ岡崎街道です。この道は、家
康にとっては、一担事あるときには名古屋に
駆けつける援軍の道でした。またもし伊勢湾
の制海権を奪われた時はその代替の道にもな
る、いわば東海道バイパスだったのです。
その街道が城下に入る所に寺町がつくられ

ました。東海道からの南寺町。そして東海道
バイパスからの東寺町。もし仮に名古屋決戦
があれば、これらの寺町は大軍の駐留地とな
ったのでしょう。現に大坂の陣の時には、この
道を大坂に向かう徳川軍が通り抜けたのです。
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国道１９号の東は藩主の下屋敷があった。
今は大型の開発地に

寺、娯楽施設、駐車場が目立つ旧寺町

「法華寺町」の碑の立つ日蓮宗の寺町。
表通りには寺は少ない




